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政治倫理の確立のための能美市長の資産等の公開に関する条例等の一部

を改正する条例について 

能美市道路占用料に関する条例の一部を改正する条例について 

能美市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について 

能美市体育施設条例の一部を改正する条例について 

市道路線の認定、廃止及び変更について 

南加賀広域圏事務組合規約の変更について 

小松能美広域事務組合の解散について 

小松能美広域事務組合の解散に伴う財産処分について 

平成19年度能美市一般会計補正予算（第1号） 

平成19年度能美市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 

平成19年度能美市介護保険特別会計補正予算（第1号） 

平成19年度能美市公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 

平成19年度能美市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 

平成19年度能美市温泉事業特別会計補正予算（第1号） 

平成19年度能美市水道事業会計補正予算（第1号） 

平成19年度国民健康保険能美市立病院事業会計補正予算（第1号） 

財産の取得について 

工事請負契約の締結について（辰口中学校校舎改築工事（建築）） 

道路整備促進に関する意見書 

中小企業の事業承継円滑化のための税制改正を求める意見書 

可決（全会一致）
 

 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（賛成多数） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

可決（全会一致） 

議案 

（18件） 

議会議案 

（2件） 

 

案　件　名 採決結果 

 

　今定例会では、平成18年度一般会計・特別会計・公営企業会計の決算認定が上程され

ました。決算認定については、2つの決算特別委員会において12月定例会まで継続審査

されることになりました。 

審査結果一覧
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北
村
　
國
博
　
議
員

QA

QQ AA

        

先
端
大
と
の
学
官
連
携
の
状

況
を
示
せ
 

 　
先
端
大
と
の
学
官
連
携
協
定
が
締
結

さ
れ
て
以
来
、
進
め
ら
れ
て
き
た
主
な

活
動
内
容
を
示
せ
。 

 交
流
強
化
を
実
感
（
市
長
） 

 　
今
年
度
は
官
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

へ
向
け
た
人
材
育
成
等
、
5
項
目
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
先
端
大
や
テ

レ
ビ
小
松
と
連
携
し
な
が
ら
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
よ
り
活
動
状
況
を
市
民
に

も
広
く
紹
介
し
て
い
く
。
先
端
大
の
存

在
意
義
は
市
の
地
域
力
向
上
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。 

     

市
立
病
院
の
具
体
的
な
 

改
善
策
を
検
討
せ
よ
 

 

医
師
不
足
対
策
の
た
め
市
独

自
の
施
策
を
検
討
中
（
市
長
） 

 　
院
内
で
「
経
営
安
定
化
の
た
め
に
な

す
べ
き
事
項
」
と
し
て
診
療
収
入
増
加
、

経
費
削
減
の
具
体
策
を
実
施
し
、
意
識

改
革
に
努
め
て
い
る
。
経
営
改
善
策
で

は
地
域
再
生
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
に
取
り
組
む
先
端
大
の
協
力
を
受
け
、

有
効
策
を
模
索
し
て
い
く
。 

 

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

市
民
活
動
に
対
す
る
行
政
支

援
や
相
談
窓
口
の
一
元
化
を
図
れ
 

　
 

　
一
元
化
を
図
り
、
相
乗
効
果
を
発
揮

す
る
た
め
の
市
民
活
動
の
拠
点
づ
く
り

を
急
げ
。 

 

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
設
置

に
向
け
、
策
定
を
進
め
て
い

る
（
市
長
） 

 　
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

先
端
大
と
の
連
携
に
よ
る
協
働
型
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
か
ら
今
年
度
中
に
提
言

を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。 

 

青
山
　
利
明
　
議
員

QA

QA

        

防
災
行
政
無
線
で
緊
急
地
震

速
報
を
 

　
　
　
 

　
緊
急
地
震
速
報
の
周
知
徹
底
と
、
防

災
行
政
無
線
を
通
じ
た
全
市
民
へ
の
伝

達
体
制
づ
く
り
、
ま
た
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
防
災
情
報
の
伝

達
網
を
整
備
せ
よ
。 

 

防
災
行
政
無
線
で
の
運
用
は

平
成
21
年
度
以
降
に
な
る

見
込
み
（
市
長
） 

　
　
　
 

　
現
在
、
独
立
し
て
運
用
し
て
い
る
旧

3
町
の
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
を
統

合
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
緊
急
地
震
速
報

を
取
り
入
れ
た
能
美
市
に
ふ
さ
わ
し
い

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た
い
。 

　
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
メ
ー
ル
、
防
災
行

政
無
線
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
、
情

報
過
多
に
よ
る
混
乱
へ
の
懸
念
も
あ
る
。

重
複
や
無
駄
の
な
い
防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
の
設
備
構
成
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

 

音
声
コ
ー
ド
（
※
）
普
及
に
取

り
組
め
 

　
　
　
 

　
点
字
を
利
用
で
き
な
い
人
が
視
覚
障

害
者
の
9
割
を
占
め
る
。
情
報
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
、
音
声
コ
ー
ド
の

普
及
が
望
ま
れ
る
。 

 

ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
検
討
し

て
い
き
た
い
（
市
長
） 

　
　
　
 

　
音
声
コ
ー
ド
の
公
共
印
刷
物
へ
の
普

及
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
ニ
ー

ズ
を
ふ
ま
え
検
討
し
た
い
。
読
み
上
げ

装
置
は
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
の
対

象
用
具
で
あ
り
、
1
割
負
担
で
購
入
で

き
る
旨
、
周
知
徹
底
し
て
い
き
た
い
。 

 ※
音
声
コ
ー
ド
　
約
2
c
m
四
方
の
2
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
の
中
に
約
8
0
0
文
字
の
情
報
を
記
録

し
た
も
の
。
専
用
読
取
機
で
、
記
録
さ
れ
て
い

る
情
報
を
音
声
出
力
で
き
る
。 

 

▲音声コード 
　読み上げ装置 
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嵐
　
　
昭
夫
　
議
員

QA

QA

        

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
自

動
販
売
機
の
縮
小
・
撤
去
を
 

　
　
 

　
市
有
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
清
涼

飲
料
水
の
自
動
販
売
機
を
縮
小
、
撤
去
し
、

マ
イ
カ
ッ
プ
等
を
使
う
給
茶
機
に
切
り

替
え
る
こ
と
で
、
容
器
の
減
量
化
や
節

電
に
取
り
組
め
。 

　
庁
内
に
地
球
温
暖
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
3
Ｒ
（
※
）

運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。 

 

今
後
、
制
限
的
に
対
応
し
て

い
き
た
い
（
市
長
） 

　
　
 

　
辰
口
庁
舎
で
は
給
茶
機
を
設
置
、
紙
コ
ッ

プ
を
備
え
付
け
て
い
る
が
、
金
属
製
コ
ッ

プ
で
対
応
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。 

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
は

考
え
て
い
な
い
が
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
抑
制
に
向
け
、
全
職
員
で
努
力
し
て

い
き
た
い
。 

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
た
め

た
ば
こ
販
売
機
の
撤
去
を
 

　
　
 

　
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
や
防
犯
対
策

と
し
て
、
不
適
切
な
場
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
た
ば
こ
販
売
機
は
撤
去
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
屋
外
販
売
機
に
成
人
識

別
装
置
導
入
を
義
務
付
け
す
る
な
ど
対

応
を
望
む
。 

 

市
内
だ
け
の
撤
去
に
効
果
が

あ
る
の
か
疑
問
（
市
長
） 

　
　
 

　
成
人
識
別
装
置
は
現
時
点
で
販
売
店

の
努
力
義
務
と
な
っ
て
お
り
、
設
置
費

用
等
、
導
入
に
は
難
し
い
面
も
あ
る
が
、

有
効
な
手
段
と
し
て
設
置
に
努
力
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

 ※
3
Ｒ
　
リ
デ
ュ
ー
ス
（
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
）、

リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源

化
）
の
頭
文
字
「
Ｒ
」
を
と
っ
た
も
の
。 

 

 

米
田
　
敏
勝
　
議
員

QA         

こ
れ
か
ら
の
能
美
市
の
介
護

施
策
に
つ
い
て
問
う
 

　
　
　
 

　
介
護
施
設
の
増
設
や
、
在
宅
介
護
者

に
対
す
る
介
護
福
祉
施
策
に
つ
い
て
の

考
え
を
問
う
。 

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
支
援
や
育
成

を
ど
う
行
う
の
か
。 

　
介
護
に
対
す
る
財
源
確
保
と
し
て
、

一
般
会
計
か
ら
思
い
切
っ
た
予
算
措
置
を
。 

 

行
政
課
題
を
総
合
的
に
勘
案

し
な
が
ら
、
福
祉
施
策
の
充

実
に
努
め
た
い
（
市
長
） 

　
 

　
南
加
賀
地
区
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
ベ
ッ
ド
数
は
現
段
階
で
石
川
県
で

認
め
ら
れ
た
上
限
域
に
あ
る
た
め
、
施

設
の
新
増
設
に
つ
い
て
は
当
面
大
変
困

難
で
あ
る
。
た
だ
、
改
正
介
護
保
険
法

の
施
行
後
は
入
所
待
機
者
の
状
態
や
施

設
介
護
の
必
要
性
、
緊
急
性
を
総
合
勘

案
し
、
適
宜
入
所
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
市
内
で
は
大
き
な
混
乱
も

な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

　
在
宅
介
護
者
へ
の
福
祉
施
策
に
つ
い

て
は
、
現
在
も
在
宅
介
護
慰
労
金
給
付

な
ど
充
実
に
努
め
て
き
た
。
今
後
、
在

宅
介
護
の
状
況
な
ど
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、

市
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
見
き
わ
め

て
い
き
た
い
。
　
 

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
抱
え
る
一
番
の

課
題
は
、
介
護
職
員
の
確
保
で
あ
る
が
、

民
間
業
者
の
施
設
経
営
に
市
と
し
て
ど

こ
ま
で
介
入
で
き
る
か
と
い
う
問
題
も

あ
り
、
施
設
経
営
者
の
自
助
努
力
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　
一
般
会
計
か
ら
財
源
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
他
の
市
政
執
行
上
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
り
、
原
則
と
し

て
制
限
的
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

▲給茶器 

▲包装紙制作のようす（市内デイサービス施設にて） 
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福
田
　
　
豊
　
議
員

QA

QA

        

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
通
信
網
に
よ
る

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
※
）
整
備

に
つ
い
て
問
う
 

　
 

　
近
い
将
来
、
電
話
の
全
国
一
律
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
が
、
固
定
電
話
か
ら
Ｉ
Ｐ

電
話
に
な
る
。
そ
の
事
業
展
開
に
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
利
用
が

予
想
さ
れ
る
。
市
内
全
域
に
整
備
さ
れ

て
い
る
光
ブ
リ
ッ
ド
利
用
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

通
信
網
で
、
Ｉ
Ｐ
電
話
化
の
対
応
は
問

題
な
い
か
。 

 

こ
れ
か
ら
の
動
向
を
ふ
ま
え
、

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
検
討
し

た
い
（
総
務
部
参
事
） 

 　
光
ブ
リ
ッ
ド
回
線
利
用
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

通
信
網
で
も
Ｉ
Ｐ
電
話
化
は
可
能
だ
が
、

多
額
の
設
備
投
資
が
必
要
。
ま
た
、
Ｉ

Ｐ
化
に
は
相
互
接
続
の
技
術
基
盤
や
品

質
確
保
な
ど
課
題
も
多
々
あ
る
。
し
ば

ら
く
様
子
を
見
な
が
ら
テ
レ
ビ
小
松
と

の
連
携
の
中
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

 

「
産
業
観
光
」
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
の
姿
勢
は
ど
う
か
 

　
 

　
市
内
の
工
業
団
地
の
整
備
、
企
業
誘
致
、

既
存
企
業
の
大
規
模
な
事
業
拡
張
は
順
調
。

こ
れ
か
ら
は
人
・
物
・
情
報
の
交
流
と

発
掘
の
た
め
に
も
、
産
業
観
光
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
市
長
） 

　
 

　
産
業
観
光
の
推
進
は
、
企
業
と
の
関

係
で
は
雇
用
の
創
出
、
人
材
の
確
保
に

つ
な
が
る
。
ま
た
能
美
市
が
、
伝
統
産

業
の
九
谷
焼
、
最
先
端
の
工
作
機
械
、

繊
維
、
電
子
産
業
な
ど
の
「
も
の
づ
く
り
」

の
ま
ち
で
あ
る
こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

産
学
官
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
温
泉

を
は
じ
め
地
域
資
源
の
有
効
活
用
を
図

り
推
進
し
て
い
き
た
い
。 

 ※
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
 

　
電
話
回
線
よ
り
高
速
（
大
量
）
に
情
報
を
伝
達

で
き
る
通
信
回
線
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
は
光
ブ
リ
ッ
ド

回
線
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
を
利
用

し
て
い
る
。 

 

 

近
藤
　
啓
子
　
議
員

QA

QA

        

新
設
道
路
の
 

安
全
対
策
を
と
れ
 

　
 

　
辰
口
地
区
で
3
本
の
新
設
道
路
が
供

用
開
始
と
な
る
。
具
体
的
な
安
全
対
策

を
求
め
る
。
信
号
機
の
設
置
な
ど
安
全

性
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
使
用
を
延

期
す
べ
き
だ
。 

 

安
全
面
を
最
重
点
に
整
備
し
た

道
路
で
あ
る
（
産
業
建
設
部
長
） 

　
 

　
新
設
道
路
は
車
と
歩
行
者
を
分
離
し

た
安
全
性
の
高
い
道
路
で
あ
る
。
供
用

開
始
ま
で
に
市
と
し
て
設
置
す
べ
き
安

全
施
設
は
全
て
設
置
し
た
い
。
県
公
安

委
員
会
と
も
協
議
中
で
あ
り
、
子
ど
も

の
安
全
を
守
る
信
号
機
に
つ
い
て
は
特

に
強
く
要
望
し
て
い
る
。 

   

学
校
図
書
の
充
実
を
図
れ
 

　
 

　
政
府
は
学
校
図
書
の
充
実
に
向
け
て

2
0
0
2
年
か
ら
特
別
の
予
算
づ
け
を

行
っ
て
い
る
。
市
全
体
の
蔵
書
数
は
高

い
水
準
に
あ
る
が
、
学
校
間
の
ば
ら
つ

き
も
あ
り
、
粟
生
小
学
校
で
は
充
足
率

68
％
で
あ
る
。
蔵
書
計
画
と
学
校
図
書

館
司
書
の
充
実
を
求
め
る
。 

 

市
立
図
書
館
と
の
連
携
で
充

実
を
図
り
た
い
（
教
育
長
） 

　
 

　
学
校
間
の
充
足
率
の
差
の
み
で
云
々

言
う
べ
き
で
は
な
い
。
図
書
予
算
は
特

別
な
加
算
を
せ
ず
に
生
徒
数
に
応
じ
て

配
分
し
て
い
る
。
市
立
図
書
館
3
館
と

の
連
携
で
充
実
を
図
り
た
い
。
司
書
配

置
は
総
合
計
画
の
指
標
に
の
っ
と
っ
て

計
画
し
て
い
く
。 

 

▲粟生小学校図書室 
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能
美
市
は
実
質
公
債
費
比

率
を
見
て
も
健
全
な
発
展
を

し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後

と
も
厳
し
い
状
況
を
想
定
し
、

多
く
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
。 

　
北
陸
先
端
大
と
の
連
携
に

よ
り
10
年
後
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
向
け
て
発
展
す
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。 

　
道
路
網
の
整
備
と
し
て
南

中
央
線
の
建
設
が
計
上
さ
れ
、

進
捗
度
も
早
く
、
地
域
振
興
、

防
災
対
策
も
進
む
と
期
待
さ

れ
る
。 

　
南
加
賀
急
病
セ
ン
タ
ー
は

加
賀
市
と
川
北
町
も
参
加
し
、

よ
り
広
域
な
事
業
と
な
り
、

後
期
高
齢
者
医
療
も
来
春
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
の
医
療
費
抑
制
、

市
町
の
財
政
負
担
も
軽
減
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
。 

　
担
い
手
農
地
集
積
高
度
化

促
進
事
業
は
効
率
の
よ
い
農

作
業
を
進
め
る
事
業
で
あ
り
、

ふ
る
さ
と
の
森
林
保
全
事
業

は
林
道
整
備
が
主
で
、
林
業

の
作
業
の
安
全
と
効
率
促
進

で
あ
り
、
企
業
立
地
促
進
費

は
企
業
誘
致
、
増
設
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。 

　
市
立
病
院
関
係
で
は
医
師

不
足
対
策
と
し
て
特
殊
勤
務

手
当
が
条
例
改
正
と
し
て
上

程
さ
れ
、
ま
た
白
山
市
民
を

無
料
で
市
立
病
院
へ
送
迎
す

る
車
の
試
験
運
行
も
10
月

よ
り
実
施
さ
れ
、
的
を
得
た

事
業
で
あ
る
。 

　
今
後
と
も
健
全
財
政
の
も

と
、
市
民
が
主
役
と
の
認
識

を
持
ち
、
市
の
発
展
を
願
い
、

本
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
全

議
案
、
報
告
に
賛
成
の
意
を

表
す
る
。 

 

　
議
案
第
63
号
平
成
19
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お

い
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
連

合
負
担
金
1
6
1
2
万
2

千
円
の
追
加
補
正
に
つ
い
て

反
対
す
る
。 

　
75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人

か
ら
負
担
能
力
を
超
え
た
保

険
料
を
年
金
か
ら
差
し
引
く

こ
と
、
滞
納
者
に
は
医
療
費

の
10
割
負
担
を
求
め
る
こ
と
、

ま
た
包
括
医
療
と
し
て
一
定

額
を
超
え
れ
ば
自
費
も
し
く

は
病
院
負
担
と
な
る
こ
と
な

ど
、
後
期
高
齢
者
と
い
う
医

療
費
の
か
か
る
年
齢
層
を
他

の
医
療
保
険
か
ら
切
り
離
し

て
、
保
険
料
値
上
げ
や
医
療

内
容
制
限
の
い
ず
れ
を
実
施

し
て
も
痛
み
し
か
な
い
制
度

に
追
い
込
ん
で
い
く
も
の
で

あ
る
。 

　
元
厚
生
労
働
省
老
健
局
長

で
大
阪
大
学
教
授
は
「
姥
捨

て
山
」
保
険
で
あ
る
と
痛
烈

に
批
判
し
て
い
る
。 

　
一
部
修
正
だ
け
で
は
認
め

る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
、
政
府
に
対
し
制
度
の

凍
結
と
抜
本
的
な
検
討
を
求

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 

　
高
齢
者
や
低
年
金
者
が
医

療
か
ら
排
除
さ
れ
な
い
よ
う
、

広
域
連
合
と
し
て
、
ま
た
市

と
し
て
も
独
自
の
救
済
措
置

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。 

　
実
施
半
年
前
に
し
て
問
題

点
も
多
く
、
高
齢
者
の
命
を

守
る
保
障
も
な
い
制
度
実
施

に
は
反
対
で
あ
る
。 

 

北
野
 
　
哲
　
議
員

賛 

成 

反 

対 

近
藤
　
啓
子
　
議
員

討　論 

　
当
委
員
会
は
庁
舎
統
合
の
是
非
に
つ
い

て
、
10
回
の
委
員
会
、
4
市
へ
の
視
察

を
通
し
検
討
を
重
ね
て
き
た
。 

　
執
行
部
の
報
告
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

維
持
を
最
優
先
に
、
3
庁
舎
の
窓
口
業

務
の
充
実
を
促
進
中
で
あ
る
。
3
庁
舎

の
維
持
管
理
費
は
17
年
度
決
算
に
お
い

て
合
計
約
9
2
0
0
万
円
で
、
18
年
度

は
9
6
0
0
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。 

　
全
国
的
に
は
、
管
理
部
門
を
本
庁
に
統

合
し
事
業
実
施
部
局
は
各
支
所
に
残
す
総

合
支
所
方
式
の
採
用
が
最
も
多
く
、
次
い

で
能
美
市
採
用
の
分
庁
方
式
が
多
い
。
分

庁
方
式
か
ら
統
合
庁
舎
建
設
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
市
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。 

　
9
月
定
例
会
中
の
委
員
会
で
、
こ
れ

ま
で
意
見
交
換
や
視
察
先
で
の
研
修
内
容

を
ふ
ま
え
審
議
し
た
結
果
、
合
併
の
効
果

は
ス
リ
ム
化
で
あ
り
、
維
持
管
理
費
や
行

財
政
の
効
率
化
を
考
慮
す
る
と
「
庁
舎
は

統
合
す
べ
き
」
と
の
意
見
で
全
委
員
が
一

致
し
た
。 

　
今
後
は
、
統
合
の
方
法
、
新
庁
舎
建
設

や
現
庁
舎
の
利
用
な
ど
、
市
民
意
識
調
査

等
を
通
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
か
ら
合
意

を
得
ら
れ
る
よ
う
執
行
部
と
一
体
と
な
り
、

慎
重
審
議
し
て
い
く
。 

 
統
合
庁
舎
検
討 

特
別
委
員
会
報
告 

統
合
庁
舎
検
討 

特
別
委
員
会
報
告 
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総務常任委員会 
委員会報告 

委員会付託案件　3件 

○政治倫理の確立のための能美市長の資産等の公開に関する条例等の一部を改正
する条例について 
○南加賀広域圏事務組合規約の変更について 
○平成19年度能美市一般会計補正予算（第1号）～所管事項～ 

 
→ 原案可決（全会一致） 
 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 

南加賀急病センター利用患者数の各市町内訳は。 

本年1月から8月までの実績で、能美市1,183

人、小松市3,990人、加賀市822人、川北町

58人、その他、南加賀広域圏以外の地域から

緊急に利用があったのが381人である。 

これまで能美市と小松市で負担してきた南加賀

急病センター（休日夜間急患センター）の建設

事業費は、加賀市と川北町が共同事務処理に加

わることでどのように負担することになるのか。 

従来、能美市と小松市が納めていた分をいった

ん精算した上で、4市町があらたに人口割に基

づき負担していく。 

委員会における質疑応答 

Q

A

Q

A

視察報告 視察報告 

▲越前市議会議場 

○視察日　8月8日（水）～10日（金） 

○視察先　兵庫県篠山市 

　　　　　福井県越前市 

○視察内容 

　篠山市は市町村合併の先駆けとして平成11年4月に近隣4町が合併して誕生。 

　現地事務所廃止や支所と公民館の一体化、勧奨退職実施などにより職員数を17％減少させた。加えて市営事

業の民営化、消費的経費の節減、公共工事のコスト縮減により37億円の効果を上げた。 

　一方で合併後9年経過し、特例債により進めてきた社会資本整備にかかる公債費の増大や地方交付税等の収

入源が行革効果を打ち消す結果となり、さらなる行革に取り組み中である。 

　越前市は平成17年10月に武生市と今立町が合併してできた比較的新しい市。向こう5年間の財政計画で、

基金を取り崩しても11億円の財源不足が生じる見込みで、歳入確保と歳出削減で20億円の成果を設定、107

事業の課題に取り組み中である。 

　各集落で独自に事業を考案、地域負担が2割、

市が8割を交付する活性化交付金に話題が集

中した。市民の協働参画活性化の観点からも

良策である。 
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産業建設常任委員会 
委員会報告 

委員会付託案件 　8件 

○能美市道路占用料に関する条例の一部を改正する条例について 
○市道路線の認定、廃止及び変更について 
○平成19年度能美市一般会計補正予算（第1号）～所管事項～ 
○平成19年度能美市公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 
○平成19年度能美市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 
○平成19年度能美市温泉事業特別会計補正予算（第1号） 
○平成19年度能美市水道事業会計補正予算（第1号） 
○財産の取得について 

 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 

郵政民営化により、総務省から道路占用料がか

かるとの理由で郵便ポストを減少させるとの話

はなかったか。 

特にない。現段階では市内に道路占用料が発生

するポストはない。 

面的集積強化促進事業の詳しい内容は。 

本年新しくできた事業であり、面的にまとまり

を持った農地、農作業を集積した団体への奨励

金を交付するものである。集積した面積に比例

して奨励金の額も高くなる。 

辰口地区の温泉井掘削工事の進捗状況は。 

9 月中に掘削終了、10月中に揚湯試験を行う

予定。 

辰口倉重線の供用開始の見通しは。 

電柱移設、照明設置工事ののち、11月に開通

できる予定。 

委員会における質疑応答 

Q

Q

A

A

Q

A

Q

A

▲佐世保市 アーケード街 
 

○視察日　7月30日（月）～8月1日（水） 

○視察先　佐賀県有田町、唐津市 

　　　　　長崎県佐世保市 

○視察内容 

　有田町は人口2万2千人で、伝統工芸有田焼の産地として知られるが、近年売り上げがピーク時の3分の1

に減少し厳しい状況が続いている。今後、高級和食器産地として高付加価値製品に積極的な取り組みをしていく。 

　佐世保市は人口25万 8千人で、デパートや娯楽施設、病院から介護施設まで、すべての施設を集積した日

本一長いアーケード街が人を呼び、日本一元気な活気ある町として全国に紹介されている。 

　唐津市は人口13万4千人。唐津焼の産地と

しての知名度を観光面に生かすべく、観光客が

窯元の焼き物を楽しむ場を整備することで観光

拠点づくりに努力している。 

　佐世保市の中心街活性化は地域の知恵と努力

によるものであり、能美市においてもソフト事

業が課題と思われる。地場産業の活性化は製品

の高付加価値化と同時に新商品開発や多様な製

品展開など、産地挙げての体制づくりが求めら

れる。 

 

視察報告 視察報告 
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教育民生常任委員会 
委員会報告 

委員会付託案件　9件 

○能美市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について 
○能美市体育施設条例の一部を改正する条例について 
○小松能美広域事務組合の解散について 
○小松能美広域事務組合の解散に伴う財産処分について 
○平成19年度能美市一般会計補正予算（第1号）～所管事項～ 
○平成19年度能美市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 
○平成19年度能美市介護保険特別会計補正予算（第1号） 
○平成19年度国民健康保険能美市立病院事業会計補正予算（第1号） 
○工事請負契約の締結について（辰口中学校校舎改築工事（建築））※ 

 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（賛成多数） 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 
→ 原案可決（全会一致） 

小規模多機能型居宅介護事業所について、建設

時期及び今後の設置の見通しは。 

11 月着工、4月開設予定。今後、利用待機状

況も考慮しながら設置を検討していく。 

 
 

 

公的年金について、市からの資料提供は可能か。 

国民年金の被保険者台帳は市で保管してある。

市民からの照会は、社会保険事務所を通じて、

収納記録を請求するよう求めている。 

 

 

委員会における質疑応答 

Q

A

Q

A

▲芦屋市議会にて説明を受ける委員一同 

○視察日　8月22日（水）～23日（木） 

○視察先　兵庫県加西市（市立加西病院・市立賀茂幼児園） 

　　　　　兵庫県芦屋市（市立芦屋病院） 

　　　　　阪神淡路大震災記念  人と防災未来センター 

○視察内容 

　市立加西病院は近年入院・外来患者数が減少、一般会計からの繰入金による運営を余儀なくされている。医

師確保のためホームページや関連団体を通じて医師を募集している。同時にホスピタルフェアや病院だよりの

全戸配布、また医療機関との連携により外来患者や紹介患者の確保を図っている。 

　市立芦屋病院も厳しい経営状況で、病院内部

の収支改善と診療科再編に向け、歯科、泌尿

器科を院内開業医師制度の対象としている。 

　賀茂幼児園は保育所と幼稚園の機能を併せ持

ち、現保育所の施設内で幼稚園児を受け入れ、

合同保育を実施している。幼保一元化の方式と

しては、保育園の統廃合ではなく、幼稚園を導

入し、幼児教育の充実を図るという観点でとら

えるべきである。 

視察報告 視察報告 

※「工事請負契約の締結について（辰口中学校校舎改築工事（建築））」に対する委員会要望 
　予定価格より低い落札率で契約した業者に対して、質的低下と工期遅延をきたさないよう、徹底した監理を実施せよ。 
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○
視
察
日
 

　
7
月
2
日
（
月
）
〜
4
日
（
水
） 

○
視
察
先
 

　
佐
賀
県
神
崎
郡
吉
野
ヶ
里
町
「
吉
野
ヶ
里
遺
跡
」 

　
大
分
県
大
分
市
「
亀
塚
古
墳
」「
海
部
古
墳
資
料
館
」 

　
福
岡
県
福
岡
市
「
板
付
遺
跡
弥
生
館
」「
金
隈
遺
跡
」 

○
視
察
内
容
 

　
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
は
、
国
と
県
が
共
同
で
整
備
し
た

史
跡
で
あ
る
。
紀
元
前
3
世
紀
か
ら
約
600
年
間
の
長
い
期

間
に
小
さ
な
ム
ラ
が
大
陸
の
文
化
を
取
り
入
れ
、
や
が
て

国
の
中
心
集
落
へ
と
発
展
す
る
過
程
を
示
し
た
弥
生
時
代

の
遺
跡
。
発
掘
し
た
遺
構
面
よ
り
30 
cm
以
上
盛
土
を
し
て

復
元
さ
れ
、
大
型
建
物
跡
、
物
見
櫓
な
ど
大
小
30
棟
余
り

が
あ
る
。 

　
亀
塚
古
墳
は
、
豊
後
水
道
を
見
下
ろ
す
丘
陵
に
5
世
紀

前
半
に
築
か
れ
た
全
長
約
116
m
の
大
分
県
最
大
の
前
方
後

円
墳
。
被
葬
者
は
副
葬
品
か
ら
瀬
戸
内
海
を
舞
台
に
活
躍

し
た
豪
族
と
考
え
ら
れ
る
。
隣
接
す
る
海
部
古
墳
資
料
館

は
、
実
物
資
料
や
古
墳
復
元
模
型
に
よ
り
古
墳
づ
く
り
や

ム
ラ
の
生
活
を
再
現
し
て
い
る
。 

　
板
付
遺
跡
は
、
日
本
で
最
も
早
く
米
作
り
を
始
め
た
場

所
と
し
て
学
術
上
で
も
貴
重

で
あ
る
。
資
料
館
で
は
発
掘

資
料
を
も
と
に
当
時
の
道
具

を
復
元
し
、
手
に
と
っ
て
実

感
で
き
る
。 

　
以
上
、
古
墳
時
代
以
前
の

弥
生
時
代
の
遺
跡
や
墓
、
資

料
館
等
の
活
用
運
営
を
主
に

視
察
し
た
。
今
後
の
能
美
古

墳
群
の
博
物
館
、
学
習
資
料

館
の
整
備
に
生
か
し
て
い
き

た
い
。 

 

あ
ま
べ
 

か
ね
の
く
ま
 

▲亀塚古墳 墳頂部の埋葬施設 

さ
ん
む
 

○
視
察
日
 

　
7
月
3
日
（
火
）
〜
4
日
（
水
） 

○
視
察
先
 

　
富
山
県
射
水
市
、
千
葉
県
山
武
市
 

○
視
察
内
容
 

　
射
水
市
は
新
湊
市
、
小
杉
町
、
大
門
町
、
大
島
町
、

下
村
が
合
併
し
、
事
務
所
の
位
置
を
小
杉
庁
舎
に
、
議

会
を
新
湊
庁
舎
に
置
い
た
。 

　
新
庁
舎
建
設
を
公
約
し
た
新
市
長
は
、
庁
内
で
統
合

庁
舎
建
設
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
本
庁
方
式
（
新
庁

舎
に
機
能
を
集
中
）
と
分
庁
方
式
を
維
持
管
理
費
や
人

件
費
の
面
で
比
較
試
算
し
た
。
結
果
、
本
庁
方
式
で
は

年
間
6
億
円
の
経
費
削
減
が
可
能
と
わ
か
る
。
続
い
て

18
歳
以
上
5
千
人
を
対
象
に
し
た
市
民
意
識
調
査
を
実

施
。
2
7
3
2
人
か
ら
回
答
を
得
て
、
そ
の
約
60
％
が

新
庁
舎
建
設
を
選
択
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
市
民
等
に

よ
る
統
合
庁
舎
建
設
等
検
討
市
民
懇
話
会
を
設
置
し
、

第
1
回
会
合
で
全
員
が
建
設
推
進
に
賛
成
。
今
後
市
民

懇
話
会
の
協
議
結
果
を
受
け
、
9
月
議
会
で
市
と
し
て

の
方
向
性
を
提
案
す
る
予
定
。 

　
山
武
市
は
合
併
当
初
統

合
支
所
方
式
（
管
理
部
門

を
本
庁
に
統
合
し
、
事
業

実
施
部
局
は
各
支
所
に
残
す
）

で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
し

ば
ら
く
で
問
題
発
生
し
分

庁
方
式
に
切
り
か
え
た
。

二
次
合
併
も
視
野
に
入
れ

て
当
分
の
間
、分
庁
方
式
を

続
け
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

   
統
合
庁
舎
検
討
特
別
委
員
会

統
合
庁
舎
検
討
特
別
委
員
会
 

統
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▲射水市議会にて 

～未来の主役は私たち！～ 

能美市まちづくり中学生議会 

と
う
み
 

広
報
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会
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広
報
特
別
委
員
会
 

○
視
察
日
　
 

　
8
月
27
日
（
月
）
〜
28
日
（
火
） 

○
視
察
先
　
 

　
長
野
県
東
御
市
議
会
 

　
石
川
県
県
民
交
流
課
 

○
視
察
内
容
 

　
東
御
市
議
会
だ
よ
り
で

は
、
表
紙
の
3
部
構
成

写
真
、
一
般
質
問
の
大
見

出
し
、
市
民
が
登
場
す
る

私
の
一
言
な
ど
が
特
徴
的

で
あ
り
、
議
会
だ
よ
り
の

改
善
意
欲
は
当
市
議
会
と

同
じ
で
、
相
互
の
意
見
交
換
が
で
き
た
。
発
行
部
数
は

1
万
450
部
で
、
年
4
回
発
行
し
て
い
る
。
Ａ
4
サ
イ

ズ
で
18
頁
が
基
本
、
表
紙
と
裏
表
紙
は
4
色
カ
ラ
ー
、

そ
の
他
の
頁
は
2
色
刷
り
。
予
算
は
年
間
200
万
円
で
1

部
あ
た
り
の
実
績
は
29.9
円
で
あ
る
。（
当
市
議
会
は
、
発

行
部
数
1
万
5
千
700
部
、
全
頁
4
色
カ
ラ
ー
、
予
算

は
約
250
万
円
、
1
部
あ
た
り
の
実
績
は
18
頁
換
算
で

25.4
円
） 

　
石
川
県
庁
舎
で
は
県
民
交
流
課
を
訪
ね
、「
ほ
っ
と
石

川
」
の
編
集
方
針
や
取
材
活
動
な
ど
を
研
修
、
そ
の
他
毎

水
曜
日
に
新
聞
掲
載
し
て
い
る
「
広
報
い
し
か
わ
」、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
電
光
掲
示
板
に

い
た
る
ま
で
幅
広
い
広
報
活
動
の
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。 

 

▲県民交流課広報リーダーの 
　説明を受ける委員一同 
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　8月21日（火）、能美市議会議場において能美市まちづくり中学生議会が開催され、市内3中学校
から選出された22名の中学生議員が参加しました。 
　市議会の形態に準じて進められた本会議では、市政に対する率直かつ斬新な質問が続き、市長以
下執行部が真剣な表情で答弁しました。 
　能美市の次代を担う中学生のみなさんに市政および議会に対する関心を深めていただく機会とな
ると同時に、中学生のみなさんの視点や思いを知る大変有意義な場となりました。 
　中学生議員のみなさんからの質問と執行部の答弁をいくつか紹介します。 

　市内3中学校の連携を助ける 
設備を　　　 （寺井中 下田春樹 議員） 
　中学生にも感じられる合併の効果を積極
的に生み出し、発展させていくために、3中学
校をつなぐネットワークやカメラつきパソコ
ンを設置してほしい。 
 
　3地区の一体感を高めるシステ
ム構築の可能性を探りたい 

（教育委員会管理局長） 
　合併の一番の課題が3町民の心の融和であっ
た。みなさんが町から市に視野を広げている
ことに頼もしさを感じる。 
　現在、小中学校の教員のパソコン整備をす
すめており、みなさんが使うパソコン教室の
パソコンについても今後整備する中で、会議
システムなど活用法について可能性を探って
いきたい。 

　動物との共生のために 
（辰口中 西村健吾 議員） 

　私たちの生命維持装置でもある山林を守り、
クマなどの動物と共生できるふるさとづくりを。 
 
　多様な生物と共生しながら 
里山保全活動を進めたい 

（環境安全部長） 
　日本全国で里山が放置される中、能美市で
は里山ファン倶楽部が結成され、里山の良い
ところを見直してみようと様々なイベントを
展開している。 
　石川県では森林環境税が導入され、県民
から広く薄く税金を集めて山林の間伐、下草
刈り、植林などを実施するようになった。2、3
年後には必ず効果を発揮するものと思われ、
クマと人との住み分けも自然とできてくると
期待している。 

統
合
庁
舎
検
討
特
別
委
員
会
 

～未来の主役は私たち！～  

能美市まちづくり中学生議会 
～未来の主役は私たち！～ 

能美市まちづくり中学生議会 

Q

A

Q

A

　防風林とハマナス群落の保護を 
（根上中　川端李沙 議員） 

　塩害や松くい虫により、防風林の松やハマ
ナスが減少している。地元の人の思い出のあ
る松の木や、日本最南端として自生する市の
ハマナス群落を守るため私たちに何ができるか。 
 
　生活の中で環境を守る努力を 

（環境安全部長・教育委員会管理局長） 
　ボランティアの方々の協力を得て薬剤注入
など実施しているが、効果がなかなかあがら
ないのが現状で、松くい虫に強い抵抗性松へ
変える計画も持っている。 
　平成17、18年度とハマナスを飛び砂や塩
害から守る防風垣を設置、苗1,000株を植え
るなど保全事業に取り組んできたことで、群
生域が拡大した。 
　根上海岸の森林衰退に大きく影響してい
るのは地球温暖化である。私たち一人一人
が地球温暖化に歯止めをかけるにはどうす
べきか考え、行動することが大切。みなさん
の協力をお願いしたい。 

Q

A

広
報
特
別
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　記録的な暑い夏もようやく終わり、朝夕めっきり涼しくなりました。すすきの穂が揺れるさまは、まさに日本の

秋の情景であり、ほっとする今日この頃です。 

　9月議会も市民生活に直結した重要な補正予算などの議案を常任委員会ごとに慎重審議し、終了しました。 

　私たち市議会議員も就任以来早や2年が経過し、合併後の新市形成に様々な取り組みをしてまいりました。

その活動を市民のみなさまにご理解いただくため、議会広報「のみだより」を見やすく、わかりやすく編集し、親

しまれる広報を目指してまいりました。 

　夏には初めて中学生議会が開催されました。私たちも問題視している環境問題など鋭い視線で執行部に質

問する中学生議員には感服しました。私たちも初心にかえり、市民の立場に立った議会活動を真摯に行ってい

かなければいけないと痛感しました。 

　これからも「のみだより」をご愛読いただければ幸いに思います。　　　　　　　　　　（倉元　正順） 

 

編　集　後　記

広報特別委員会　委員長：小手川　正明　　副委員長：嵐　昭夫　　委　員：倉元　正順　　北野　哲　　福田　豊 

能美市議会だよりは環境に優しい100％再生紙 
及び大豆油インキを使用しています。 

 

　のみだよりの紙面の都合上、一般質問をはじめとする本会議のすべてを掲載することはできません。 

正式な会議録は能美市ホームページで検索することができます。会議録のほか、議会に関する様々な

情報も掲載していますので、ぜひご覧下さい。 

ホームページ 　http://www.city.nomi.ishikawa.jp  
 
1 ホームページ左の 

「議会」をクリック 2 「会議録検索」を 
クリック 3 議会会議録検索システム 

清風21能政会 

杉 田 　 隆 一  

中  野   眞治郎 

金 森 　 修 栄  

荒 田 　 正 信  

東 　 　 正 幸  

 

米 田 　 敏 勝  

倉 元 　 正 順  

北 野　      哲 

北 村 　 國 博  

居 村 　 清 二  

福 田 　 　 豊  

明 福 　 憲 一  

高 木 　 雅 宣  

白 川         寛  

畑 中 　 晃 昭  

井 出 　 善 昭  

公　明 

青 山 　 利 明  

市　民 

嵐 　 　 昭 夫  

きらめき 

小手川　正明 

日本共産党 

近 藤 　 啓 子  

あおぞら会 

北 角 　 耕 一  

8月に新会派「清風21」が誕生し、会派構成は 
以下のようになりました。 

会派の構成が変わりました 


